
一般社団法人日本小児血液・がん学会  

２０２2年度 臨時社員総会議事録 

  

1．日 時：２０２2年１１月２6 日（土） 8 時 00分から 8時 30分まで  

２．場 所：虎ノ門ヒルズフォーラム 5階（東京都港区虎ノ門１丁目２３−３ 虎ノ門ヒルズ森タワー） 

ZOOMによるWEB会議システム 

３．出 席 者：社員（評議員）総数  ２84名             この議決権数 284 

出席社員（評議員）  261 名(現地参加１２６名、WEB参加１１９名、委任状１６名) 

この議決権数 261 

４．出席理事：大賀 正一（理事長）、菱木 知郎、真部 淳（第 6５回学術集会会長）小川 千登世、奥山 宏臣 

塩飽 仁、多賀 崇、高橋 義行、滝 智彦、藤 浩、家原 知子、大植 孝治、加藤 元博、 

木下 義晶、富澤 大輔、山崎 文之、義岡 孝子、余谷 暢之 

５．出席監事：渕本 康史、堀 浩樹（以上監事） 

 

６．議   長：大賀 正一 

以上のとおり定足数に達したので、定款の規定により理事長 大賀 正一は開会を宣した。まず逝去された会

員へ黙祷をささげた後、大賀理事長からの挨拶が行われ、続いて翌日より１１月２７日まで現地（１日目・２日目）

およびWEB（３日目）にて開催される第６４回学術集会長越永従道大会長からの挨拶、学術集会について説明

がなされた後、議事に入った。 

 

第１号議案 議事録署名人の選任の件  

議長は、議事録署名人について、本日出席の小阪 嘉之評議員と田尻 達郎評議員の２名を指名し、その承

認を諮ったところ、異議なく承認された。 

 

（報告事項） 

１.庶務報告の件 

庶務・財務委員会の菱木 知郎 担当理事より庶務報告がなされた。 

 

２. 委員会組閣報告 

  大賀理事長より、委員会の新体制について資料と共に示され、主な報告事項として下記委員会より報告が

なされた。 

 

3.令和３年度上半期事業報告 

各委員会担当理事より、委員会活動状況について資料が示され報告がなされた。 

 

＜評議員等資格審査委員会＞ 

評議員等資格審査委員会の活動について藤担当理事より下記の通り報告された。 

1）新規評議員申請の審議 

申請者数は１３名（小児科領域９名、小児外科領域２名、基礎２名）の評議員資格審査を行い適格と判

定し、理事会審議を経て、本年７月の定時社員総会で承認された。 

2）評議員資格更新 

定款施行細則第１条６項ならびに第２条に基づき評議員資格更新審査を4名に実施。更新辞退１名を除 

き、3 名について評議員資格更新可と判定し、理事会で承認された。 

＜専門医制度委員会＞ 

専門医制度委員会の活動について富澤担当理事より下記の通り報告された。 

 

1)COVID-１９感染への特別対応として下記を実施した。 

・専門医研修施設の暫定認定要件の暫定措置を ２０２２年３月まで１年延長した。 



・COVID-１９感染対策により中止になった学会等を考慮して、暫定的に２０２１年２月に更新予定者のう 

ち、基準に達しなかった該当者は、1 年間の更新猶予を認めた。 

・２０２１年３月３１日で認定期間が終了する暫定指導医の認定期間を ２０２２年３月３１日まで延長した。 

・COVID-19 感染の影響と緩和ケア研修会（CLIC）の受け入れ可能人数を鑑みて、規則の付則２１ 

「2022年度より緩和ケア研修会（CLIC）受講歴を小児血液・がん専門医認定申請および資格更新のた 

めの必須条件とする。」の施行を２年延期、すなわち２０２４年度からの施行に変更した。 

・２０２２年９月１０日に第８回日本小児血液・がん専門医試験および第８回小児がん認定外科医試験を実

施した。 

2）２０２２年 4月１日より、新たに導入された「研修施設群」制度による専門医研修が開始された。 

研修施設は、従来の基準をすべて満たす「認定研修施設」か、認定研修施設を中心とした施設群に所属 

することにより必要な基準を満たすことができる「関連研修施設」のいずれかに認定された。２２の施設 

群が認定された。本制度により、従来は研修施設のなかった都道府県に新たに研修施設が設置された。 

 

＜学術集会プログラム委員会＞ 

 学術集会プログラム委員会の活動について家原担当理事より下記の通り報告された。 

「学術集会における発表時の倫理的配慮」については、一定の基準を満たす必要があるため、第６５会学 

術集会より、倫理委員会を通っていない演題登録が不可となることが報告された。 

 

＜教育・研修委員会＞ 

教育・研修委員会の活動報告について余谷担当理事より、緩和ケア研修CLIC 開催予定が示され、参加 

の呼びかけが行われた。 

 

３.第６７回日本小児血液・がん学会学術集会会長選任結果の件 

議長より、理事会審議の結果、田尻達郎評議員（九州大学 大学院医学研究院発達医学講座小児外科学分

野）が第６７回日本小児血液・がん学会学術集会会長(２０２５年開催予定)に選定されたことが報告され、田尻

達郎評議員より就任の挨拶がなされた。 

 

４．第６５回日本小児血液・がん学会学術集会準備状況報告の件 

真部淳次期会長より第６5 回日本小児血液・がん学会学術集会の準備状況について以下の報告がなされた。 

・会期：２０２３年９月２９日（金）～１０月１日（日） 

・会場：ロイトン札幌（札幌市）＊現地開催もしくは、ハイブリット開催 

・テーマ「心と身体に優しい治療とケアをめざして」 

 

議長は、以上をもって一般社団法人 日本小児血液・がん学会の定時社員総会に関するすべての議事を終

了した旨を述べ、閉会を宣した。 

以上の議事の要領及び結果を明確にするため、議長ならびに議事録署名人がこれに記名押印する。  

 

令和 4年 11 月 26日 一般社団法人日本小児血液・がん学会 臨時社員総会 

 

議 長    大賀 正一     ㊞ 

  

  

議事録署名人    小阪 嘉之     ㊞ 

  

  

議事録署名人    田尻 達郎     ㊞ 

 


